「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」施策評価調査票

	　項　目
	　

	事業実績及び事業効果

	　　　当市におけるホームレスの自立支援事業は、ホームレスまたはホームレスとなるおそれのある者に対して巡回相談等により、これらの者が抱える問題を把握し必要な援助を受けられるようにすることにより自立を支援する事を目的　とし、広域性を有するため北河内7市で共同実施しております。　事業としては、北河内7市により毎年当番市決定し大阪府総合福祉協会と「ホームレス巡回相談指導業務」として業務委託を行い、1/2を国庫補助金、1/4を府補助金、残りの1/4を北河内7市で人口割およびホームレス人数割で各市の負担金を決定している。　事業実績としては、平成16年23名、平成17年22名、平成18年28名、平成19年23名のホームレスを確認し、事業実施以降は14名について生活保護を適用し12名については住宅設定を行っております。また、巡回相談延べ回数は、当初より年々増加し当市では年間200～240回の相談を受け付けました。内容は生活相談はもちろん、医療相談、年金相談、多重債務等の法律相談、住宅相談、就職相談であり、ホームレスの心の支えになっていることは言うまでもありません。

	課題・問題点
	　当市のホームレスの殆どが府の管理施設である「深水緑地」に所在しており事業の開始以降、生活保護を適用し住宅設定を行った者が12名に及ぶにもかかわらずホームレス人数は減少していません。　これは、空きスペース等に新たなホームレスが定着しており、公園の管理体制とも連携を図る必要があると思われます。

	計画に対する意見、今後の方向性等
	　継続の必要があると考えます。
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